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Ａ．研究目的 

 乳幼児健康診査（以下、乳幼児健診）におけ

る診察の標準化を目的として作成された乳幼

児健康診査 身体診察マニュアル（以下、身体

診察マニュアル）1)は、厚生労働省の通知によ

り示されている標準的な健診項目 2,3)に基づい

ている。しかし、身体診察マニュアルを作成し

た研究事業では、実際の診察に合わせて通知項

目を改善する必要性があることも指摘してい

る。本研究班では、今年度の取り組みとして、

「身体的・精神的・社会的（biopsychosocial）

に健やかな子どもの発育を促すための切れ目

のない保健・医療体制提供のための研究」班と

協力して、スクリーニング対象疾病を把握する

ために必要な医師診察項目（以下、医師診察標

準項目）を検討した。そこで、本分担研究では、

昨年度に疫学的エビデンスの視点から整理し

た乳幼児健診のスクリーニング対象疾患が、医

師診察標準項目によって把握可能であるかを

検証した。 

 

Ｂ．研究方法 

 昨年度と同様に、健診の対象時期は 3〜4 か

月児健診、1 歳 6 か月児健診および、3 歳児健

診とし、対象疾患を分野別で検討することとし

た。本分担研究では「耳・鼻」「血液」「頸部」

研究要旨 

【目的】昨年度に疫学的エビデンスの視点から整理した乳幼児健康診査（以下、乳幼児健診）の

スクリーニング対象疾患が、他研究班と協力して作成した、スクリーニング対象疾病を把握す

るために必要な医師診察項目（以下、医師診察標準項目）によって把握可能であるかを、「耳・

鼻」「血液」「頸部」「四肢」「外陰部」「皮膚」領域について検証した。 

【方法】1）乳幼児健診で発見できる手段がある、2）疾患に臨界期があること、あるいは乳幼児

健診で発見することで治療や介入効果が得られる、3）発症頻度が出生 1 万人に 1人以上を満た

すもの、または 4）保健指導上重要な疾患について、医師診察標準項目との整合性を検討した。 

【結果】3〜4 か月児健診の対象疾患とした聴覚障害、鉄欠乏性貧血、湿疹、乳児血管腫、発育

性股関節形成不全症、停留精巣、潜在性二分脊椎症、および児童虐待等は、医師診察項目と整

合性があると考えた。また、1 歳 6 か月児健診における、くる病、聴力障害、アトピー性皮膚

炎、停留精巣および児童虐待、3 歳児健診における、くる病、聴力障害、アトピー性皮膚炎、

および児童虐待は、医師診察項目と整合性があると考えた。すべてのスクリーニング対象疾患

と医師診察標準項目の整合性が確認できた。 

【結論】本研究班の疫学的検討により示したスクリーニング対象疾患は、医師診察標準項目によ

り把握可能である。 
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「四肢」「外陰部」「皮膚」領域の抽出を担当し、

乳幼児健診の従事医である複数の分担研究者

や研究代表者とともに以下の方法で妥当性を

検証した。 

対象疾患昨年度に設定したスクリーニング

対象疾患と判断する基準は、1）乳幼児健診で

発見できる手段がある、2）疾患に臨界期があ

ること、あるいは乳幼児健診で発見することで

治療や介入効果が得られる、3）発症頻度が出

生 10 万人に 1 人以上を満たすもの、4）保健

指導上重要な疾患である。本年度の検討作業で

は、乳幼児健診の実際の場面で把握可能な疾患

とするため、3）発症頻度が出生 1 万人に 1 人

以上を満たすものとして、「疫学的検討基準」

を設定した。また、昨年度に抽出した疾病につ

いて、健診時期以前に医療として把握される疾

患を除外し、医師診察標準項目との整合性を確

認した。次に、これらの疾患の発見手段（問診、

視診、聴診、触診、検査法等）を身体診察マニ

ュアルや文献から検討し、乳幼児健診で発見し

た際の対応方法や保健指導上の重要性につい

て考察した。 

 

（倫理面への配慮） 

本分担研究は文献的検討を行うものである

が、人を対象とする医学系研究に関する倫理指

針に基づいて、あいち小児保健医療総合センタ

ーにおける倫理委員会の審査で承認を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

 耳疾患では、Alport 症候群 4)や滲出性中耳炎

5)のように単独の疾患で疫学的検討基準を満

たす疾患がある。しかし、乳幼児健診の目的は、

原因疾患を鑑別するよりも、聴覚（聴力）の障

害のスクリーニングであることから、包括的に

聴覚（聴力）障害とした。医師診察標準項目で

は、「聴覚の異常」（3〜4 か月児健診）と「聴力

の異常」が聴覚（聴力）障害と整合性があると

考えた。 

 昨年度に血液疾患として挙げた遺伝性球状

赤血球症は発症頻度が 1/10,000 を下回ること、

サラセミア症候群はわが国では軽症例が多く、

乳幼児健康診査で発見対象とする妥当性は低

いことから除外した 6)。疫学的検討基準を満た

す鉄欠乏性貧血 7)は、医師診察標準項目の「貧

血」と整合性があると考えた。 

 頸部では昨年度に先天性筋性斜頸を対象疾

患としたが、自然軽快を期待できる例が多いた

め 8,9)、明確な臨界期がないと考えて標準的な

スクリーニング対象疾病からは除外とした。 

 昨年度に四肢の対象疾患とした Sprengel 変

形は発症頻度が 1/10,000 を下回ること 10)、四

肢に明らかな症状を示す病勢の骨系統疾患、弾

発指およびハンマー足趾は健診以前に把握さ

れる可能性が高いと考えた 9,11)。また、Marfan

症候群と Blount 病は、これらを発見する目的

で四肢を診察する妥当性は低いと考えた 6,12)。

発育性股関節形成不全症は臨界期が生後 6 か

月までであり、他研究班が示したスクリーニン

グ基準 13)で把握することが可能である。医師

診察標準項目では、3〜4 か月児健診の「開排

制限」が発育性股関節形成不全症のスクリーニ

ング項目として整合性があると考えた。くる病

9,14)は 1 歳 6 か月児健診の「O 脚」と整合性が

あり、3 歳児健診の「O 脚」が O 脚に対する保

護者の不安に対するものと考えた。 

 昨年度に対象疾患として抽出した疾患のう

ち、尿道下裂は包皮翻転をせずに把握すること

は困難であること、Noonan 症候群や WAGR

症候群、外性器異常を伴う Turner 症候群は 3

〜4 か月児健診以前の発見に妥当性があるこ

と、単純ヘルペスおよび尖圭コンジローム等は

性的虐待に伴う所見としては見逃せないが受

診による把握の可能性が高いことから、対象外
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とした。この結果、停留精巣 15)、潜在性二分脊

椎症 16,17)、ならびに陰嚢水腫・精索水腫 6)、陰

唇癒合症 18)が、疫学的検討基準による対象疾

患となった。医師診察標準項目との整合性につ

いては、停留精巣は「停留睾丸」、潜在性二分

脊椎症は「仙骨皮膚洞・腫瘤」と合致し、その

他の疾患は「外性器異常」と合致すると考えた。 

 3〜4 か月児健診の皮膚疾患では、湿疹の分

類を明確に行うよりも、所見として把握し適切

なスキンケア指導や医療機関に紹介すること

が、標準的な健診として妥当と考えた。そこで、

アトピー性皮膚炎、脂漏性湿疹、皮脂欠乏性湿

疹、接触性皮膚炎などを包括的病名の湿疹とし

たが 19-22)、医師診察標準項目の「湿疹」でスク

リーニングが可能であると考えた。乳児血管腫

は早期に把握し、ガイドライン 23)に基づいた

治療方針の検討がなされるべき疾患である。こ

のため、遅くとも 3〜4 か月児健診までに、「血

管腫」として対応すべきであると考えた。一方、

ガイドラインによる疾患概念の整理では、海綿

状血管腫は静脈奇形、単純性血管腫は毛細血管

奇形である 23)。しかし、これらの疾患概念は臨

床においても普及途上にあり、乳幼児健康診査

では血管腫として扱われることがある。このた

め、医師診察標準項目では、「血管腫」との整

合性があるものと考えた。次に、母斑性疾患

19,20,24-27)および色素脱失性疾患 27,28)は、稀な神

経皮膚症候群の鑑別や保護者の相談に応じた

整容的側面での医療機関への紹介対象と考え、

「その他」に該当すると考えた。尚、単純性血

管腫と同様に、正中部母斑（サーモンパッチ、

ウンナ母斑）はガイドラインによる疾患概念の

整理では毛細血管奇形である 23)。また、身体的

虐待は、医師診察標準項目としては「傷跡、打

撲痕等」と整合性があると考えた。 

 以上の検討により、疫学的検討基準で選出し

たすべてのスクリーニング対象疾患は、各健診

対象時期において医師標準診察項目と整合性

があることを示した。 

 

Ｄ．考察 

本分担研究では、疫学的検討基準で挙げた

「耳・鼻」「血液」「頸部」「四肢」「外陰部」「皮

膚」領域の疾患が、医師診察標準項目によって

把握可能であるかを検証した。その結果、すべ

ての対象疾患が医師診察標準項目により把握

可能であることを確認した。また、対象疾患に

は、保健指導上の重要性があるものも挙げられ

た。従って、医師による医学的判断を加えた多

職種による評価や対応が、疾病スクリーニング

の点からも重要と考えられる。 

近年、新生児聴覚スクリーニング検査が普及

されつつある。しかし、新生児聴覚スクリーニ

ング検査には限界があり 29)、検査後に発症す

る聴覚障害も把握できない。また、聴力障害の

臨界期は 3 歳までと考えられることから、すべ

ての健診時期の対象とすべきである。また、流

行性耳下腺炎に伴う難聴の対策として予防接

種の意義は高く、健診における保健指導が重要

である 30)。 

昨年度の検討で挙げたアレルギー性鼻炎は、

症状を有する例では乳幼児健診を待たずに受

診に至る可能性が高いと考えられる。睡眠時無

呼吸症候群はスクリーニングの妥当性が報告

された問診票はあるが、18 項目から構成され

ている 31)。このため、既存の乳幼児健診の問診

票に加えて標準的に乳幼児健診に導入するに

は、より簡便なスクリーニング項目の検討が必

要と考え、標準的な対象疾病には含めなかった。

しかし、近年の研究結果により、幼児期の睡眠

時無呼吸症候群が発達などに影響することが

指摘されており 32,33)、いびきや無呼吸に関す

る保護者の相談については適切に対応すべき

である。 
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今回の検討では、鉄欠乏性貧血のスクリーニ

ング対象時期は 3〜4 か月児健診とした。この

理由は、乳児期の鉄欠乏が神経発達に影響する

ことが報告されており 34)、乳児後期以降の貧

血の 1 次予防を目的とした食事指導を離乳開

始前に行うことが重要であるためである 35-37)。

その他の健診時期については、スクリーニング

対象疾患としなかったが、幼児期の食生活に対

する保健指導の重要性を否定するものではな

い。近年、栄養性ビタミン D 欠乏性くる病の

発生頻度の上昇傾向が指摘されており 38)、鉄

やビタミン D の摂取に限らず、食習慣や生活

習慣に関する保健指導が乳幼児健診では求め

られる 37)。 

発育性股関節形成不全症の一次スクリーニ

ング推奨項目は、主観により左右されにくい問

診で把握できるように考えられている 13,39)。

このため、臨床所見は開排制限と皮膚溝の左右

差のみとされたが、健診医や保護者の意見も重

視する必要がある 39)。下肢長差（Allis 徴候）

が、3〜4 か月児健診で認められた場合は、疾

患の臨界期を考慮して精査の対象とすべきで

あろう 40)。推奨項目の活用は有益であるが、偽

陽性や偽陰性を皆無にすることは不可能であ

る。偽陰性例については、歩行開始後に歩容の

異常を呈する場合があることを念頭において

1 歳 6 か月児健診にあたることが望ましい 41)。

今後は医療経済的妥当性も考慮して、超音波検

査を健診に導入することが望ましいと考え、本

研究班では次年度にその検証を行う予定であ

る。 

 昨年度の検討では「外陰部」の対象疾患とし

なかった真性包茎は、近年は積極的な治療の対

象としないことから、本研究班では対象疾患と

しなかった 15)。保存的治療の対象となる例は、

排尿時に包皮が風船状に膨らみ、排尿障害があ

るものや、包皮炎の繰り返しに包皮輪の瘢痕化

あるいは伸展不良を伴う例などが挙げられる

42)。このような相談を保護者から受けた場合は、

泌尿器疾患「その他」として把握し、専門医療

機関を紹介すべきである。また、身体診察マニ

ュアルでは包皮翻転の可否を確認する記載が

あるが、翻転できない状態にある乳幼児は少な

くない 42)。このため尿道下裂については、乳幼

児健診では中部型、下部型を把握することにな

るが、これらは出生時と 1 か月児健診で把握さ

れるため、3〜4 か月児以降の健診のスクリー

ニング対象疾患からは除外した。次に、陰嚢水

腫や精索水腫は鼠径ヘルニア合併例でなけれ

ば自然軽快を期待することが可能である。しか

し、鼠径ヘルニア合併例を透光性で見落とす危

険性を考慮して、小児外科での精査を要すると

指摘されていることから、スクリーニング対象

疾病とした 43)。 

 アトピー性皮膚炎は、適切なスキンケアを早

期から行うことで、予後が改善する 44)。しか

し、乳幼児健診では対象時期にかかわらず、保

護者の不安や一部の医療機関による不適切な

スキンケア指導によって、コントロールが不十

分な事例に遭遇する機会は多い。これらのケー

スについては、適切な保健指導や専門医療機関

への紹介が望まれる 21)。 

身体的虐待は「傷跡、打撲痕等」と整合性が

あるが、児童虐待は身体的虐待に限らない。従

って、医師は親子の関係性などにも留意すべき

であり、保健指導では児童虐待の予防や未受診

者対応が重要である 45)。 

以上の検討過程は健やか親子２１（第２次）

の課題である健康格差の解消と、国において検

討されているデータヘルス時代の母子保健情

報の利活用を念頭においた、乳幼児健診の標準

化を目的としている。従って、健診に従事する

各分野の専門医が疑わしいと考えた稀な病変

について、精査を否定するものではない。 
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Ｅ．結論 

 系統立てた疫学的検討により示したスクリ

ーニング対象疾患は、医師診察標準項目により

把握可能である。 
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介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内

3～4か月児健診
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カ
テ

ゴ
リ

ー
：

⽪
膚

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
湿

疹

問
診

視
診

触
診

等

湿
疹

問
診

か
ら

、
膚

所
⾒

の
持

続
期

間
、

掻
爬

⾏
動

、
⽇

常
の

ス
キ

ン
ケ

ア
⽅

法
、

医
療

機
関

受
診

の
有

無
な

ど
を

確
認

す
る

。

頬
，

額
，

頭
部

の
露

出
部

な
ら

び
に

頸
部

，
腋

窩
，

肘
窩

，
膝

窩
な

ど
の

間
擦

部
、

さ
ら

に
胸

腹
部

，
背

部
，

四
肢

、
臀

部
の

⽪
膚

所
⾒

⽪
膚

の
乾

燥

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

⽪
膚

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
⾎

管
腫

問
診

視
診

乳
児

⾎
管

腫
問

診
か

ら
、

病
変

の
出

現
時

期
、

増
⼤

傾
向

の
有

無
を

確
認

す
る

。

紅
⾊

の
隆

起
、

腫
瘤

海
綿

状
⾎

管
腫

（
静

脈
奇

形
）

問
診

か
ら

、
病

変
の

出
現

時
期

、
増

⼤
傾

向
の

有
無

を
確

認
す

る
。

⾊
調

、
隆

起
や

腫
瘤

の
有

無

単
純

性
⾎

管
腫

（
⽑

細
⾎

管
奇

形
）

問
診

か
ら

、
病

変
の

出
現

時
期

、
増

⼤
傾

向
の

有
無

を
確

認
す

る
。

⾊
調

、
隆

起
や

腫
瘤

の
有

無

・
緊

急
性

は
な

い
が

、
保

護
者

の
⼼

配
が

あ
れ

ば
、

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
。

・
正

常
⾊

〜
淡

⻘
⾊

〜
⾚

紫
⾊

で
、

表
⾯

に
⼩

紅
斑

が
散

在
す

る
こ

と
が

あ
る

柔
軟

な
⽪

下
腫

瘤
。

・
緊

急
性

は
な

い
が

、
保

護
者

の
⼼

配
が

あ
れ

ば
、

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
。

・
単

純
性

⾎
管

腫
：

境
界

鮮
明

で
隆

起
し

な
い

紅
⾊

斑
。

稀
に

神
経

⽪
膚

症
候

群
と

し
て

み
ら

れ
る

た
め

、
疑

う
所

⾒
は

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
。

乳
幼

児
健

診
で

発
⾒

す
る

⼿
段

判
定

と
対

応

・
既

医
療

と
な

っ
て

い
る

例
が

多
い

が
、

ス
キ

ン
ケ

ア
が

不
⼗

分
な

例
で

は
適

切
な

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
。

・
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
：

頬
，

額
，

頭
部

か
ら

始
ま

り
、

体
幹

や
四

肢
に

下
降

す
る

紅
斑

、
滲

出
性

紅
斑

、
丘

疹
が

2か
⽉

以
上

の
慢

性
・

反
復

性
に

経
過

す
る

。
掻

痒
が

強
い

、
湿

潤
や

出
⾎

を
認

め
る

、
悪

化
傾

向
な

ど
は

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
。

・
脂

漏
性

湿
疹

：
被

髪
頭

部
、

眉
⽑

部
、

額
部

に
み

ら
れ

る
⻩

⾊
調

痂
⽪

、
落

屑
性

紅
⾊

局
⾯

の
形

成
。

適
切

な
ス

キ
ン

ケ
ア

を
指

導
す

る
。

・
⽪

脂
⽋

乏
性

湿
疹

：
⽪

膚
の

乾
燥

、
粃

糠
様

鱗
屑

を
伴

う
例

も
あ

る
。

適
切

な
ス

キ
ン

ケ
ア

を
指

導
す

る
。

・
接

触
性

⽪
膚

炎
：

境
界

が
⽐

較
的

明
瞭

で
限

局
性

の
紅

斑
、

漿
液

性
丘

疹
な

ど
。

適
切

な
ス

キ
ン

ケ
ア

を
指

導
す

る
。

乳
幼

児
健

診
で

発
⾒

す
る

⼿
段

判
定

と
対

応

・
鮮

紅
⾊

局
⾯

を
主

体
と

す
る

軽
度

隆
起

（
局

⾯
型

）
、

紅
⾊

腫
瘤

（
腫

瘤
型

）
、

紅
⾊

調
が

少
な

い
⽪

下
腫

瘤
（

⽪
下

型
）

が
⽣

後
1〜

4週
間

か
ら

出
現

し
増

⼤
。

・
従

来
は

主
に

経
過

観
察

と
し

た
が

、
早

期
に

治
療

介
⼊

す
る

こ
と

で
瘢

痕
形

成
を

防
ぐ

た
め

、
β

ブ
ロ

ッ
カ

ー
や

レ
ー

ザ
ー

治
療

の
適

応
と

な
る

こ
と

が
あ

り
乳

児
期

（
増

殖
期

の
う

ち
）

に
医

療
機

関
を

紹
介

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
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湿
疹

・
⽣

後
6か

⽉
ま

で
の

可
能

な
限

り
早

期
に

、
ス

キ
ン

ケ
ア

お
よ

び
ス

テ
ロ

イ
ド

外
⽤

薬
を

中
⼼

と
し

た
薬

物
療

法
で

寛
解

さ
せ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

（
⽇

本
⼩

児
ア

レ
ル

ギ
ー

学
会

．
鶏

卵
ア

レ
ル

ギ
ー

発
症

予
防

に
関

す
る

提
⾔

．
20

17
）

。
・

湿
疹

が
あ

る
児

に
⾷

物
ア

レ
ル

ギ
ー

、
気

管
⽀

喘
息

等
の

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

発
症

確
率

が
⾼

い
こ

と
、

寛
解

後
に

⽣
後

６
か

⽉
頃

よ
り

微
量

で
も

加
熱

鶏
卵

を
開

始
す

る
こ

と
が

鶏
卵

ア
レ

ル
ギ

ー
予

防
に

推
奨

（
⾷

物
ア

レ
ル

ギ
ー

発
症

を
疑

う
場

合
は

医
師

の
指

導
に

よ
る

）
さ

れ
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
早

期
に

適
切

な
ス

キ
ン

ケ
ア

を
⾏

う
こ

と
は

有
⽤

で
あ

る
（

⼩
児

の
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

保
健

指
導

の
⼿

引
き

．
20

19
）

。

・
乳

児
湿

疹
、

18
.9

%
（

H
id

an
o 

A,
 1

98
6）

・
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
、

16
.2

%
（

ア
ト

ピ
ー

性
⽪

膚
炎

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

．
20

18
）

−

・
湿

疹
と

ア
レ

ル
ギ

ー
性

疾
患

の
関

連
性

が
指

摘
さ

れ
て

お
り

、
適

切
な

ス
キ

ン
ケ

ア
を

早
期

に
⾏

う
意

義
が

あ
る

（
⼩

児
の

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
保

健
指

導
の

⼿
引

き
．

20
19

）
。

・
標

準
的

な
ス

テ
ロ

イ
ド

外
⽤

薬
を

⽤
い

た
薬

物
療

法
に

対
す

る
誤

っ
た

知
識

や
不

安
を

基
に

、
ス

キ
ン

ケ
ア

が
不

⼗
分

に
な

る
保

護
者

も
存

在
す

る
。

多
職

種
に

よ
る

育
児

⽀
援

に
よ

り
、

育
児

の
孤

⽴
化

に
⾄

ら
な

い
よ

う
に

す
る

意
義

が
あ

る
。

乳
児

⾎
管

腫
・

β
ブ

ロ
ッ

カ
ー

や
レ

ー
ザ

ー
治

療
の

適
応

と
な

る
こ

と
が

あ
り

、
乳

児
早

期
に

専
⾨

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
・

早
期

治
療

に
よ

り
瘢

痕
化

を
防

ぐ
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

0.
8-

1.
7%

（
⾎

管
腫

・
⾎

管
奇

形
・

 リ
ン

パ
管

奇
形

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

．
20

17
）

−

・
増

殖
性

病
変

で
あ

り
、

保
護

者
の

不
安

に
対

す
る

適
切

な
助

⾔
が

望
ま

し
い

。
・

近
年

、
治

療
⽅

針
が

⼤
き

く
変

化
し

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

の
主

な
治

療
⽅

針
に

関
す

る
情

報
と

の
混

乱
が

保
護

者
に

⽣
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

適
切

な
助

⾔
に

よ
り

、
不

安
を

解
消

す
る

意
義

が
あ

る
。

海
綿

状
⾎

管
腫

（
静

脈
奇

形
）

・
乳

幼
児

健
康

診
査

以
前

に
把

握
さ

れ
や

す
い

⼤
型

病
変

を
除

く
と

緊
急

性
は

な
い

が
、

保
護

者
の

整
容

的
不

安
に

対
応

す
る

意
義

が
あ

る
。

−
−

整
容

的
側

⾯
に

つ
い

て
、

保
護

者
の

不
安

に
対

す
る

適
切

な
助

⾔
が

望
ま

れ
る

。

単
純

性
⾎

管
腫

（
⽑

細
⾎

管
奇

形
）

稀
な

神
経

⽪
膚

症
候

群
を

除
く

と
緊

急
性

は
な

い
が

、
保

護
者

の
整

容
的

不
安

に
対

応
す

る
意

義
が

あ
る

。
0.

3%
（

⾎
管

腫
・

⾎
管

奇
形

・
 リ

ン
パ

管
奇

形
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
．

20
17

）
−

整
容

的
側

⾯
に

つ
い

て
、

保
護

者
の

不
安

に
対

す
る

適
切

な
助

⾔
が

望
ま

れ
る

。

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

対
象

疾
病

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内
発

症
頻

度
 海

外
保

健
指

導
上

の
重

要
性
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カ
テ

ゴ
リ

ー
：

⽪
膚

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
傷

跡
、

打
撲

痕
等

問
診

計
測

値
視

診

児
童

虐
待

外
傷

の
発

⽣
経

緯
体

重
増

加
不

良
や

頭
囲

拡
⼤

の
有

無
・

創
傷

痕
、

打
撲

痕
、

出
⾎

斑
、

熱
傷

痕
な

ど
の

発
⽣

部
位

、
⾊

調
、

形
状

な
ど

・
⽪

膚
や

着
⾐

の
状

態

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

股
関

節
診

察
所

⾒
項

⽬
：

開
排

制
限

問
診

検
査

等
・

検
査

値
視

診
等

⼿
技

発
育

性
股

関
節

形
成

不
全

症
問

診
か

ら
、

性
別

、
家

族
歴

、
分

娩
時

の
胎

位
を

確
認

す
る

。

⼀
部

の
市

町
村

で
超

⾳
波

検
査

に
よ

る
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
。

⼤
腿

⽪
膚

溝
ま

た
は

⿏
径

⽪
膚

溝
の

⾮
対

称
・

⽔
平

⾯
か

ら
20

度
以

上
の

開
排

制
限

・
視

診
で

は
、

特
に

⽬
⽴

た
な

い
臀

部
や

⼤
腿

内
側

の
所

⾒
、

複
数

の
外

傷
や

外
傷

跡
、

明
ら

か
な

⽪
膚

の
汚

れ
、

ス
テ

ロ
イ

ド
忌

避
に

よ
る

重
度

の
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
、

体
重

増
加

不
良

を
伴

う
場

合
な

ど
の

場
合

に
は

、
虐

待
の

可
能

性
を

考
え

る
。

・
⾝

体
所

⾒
が

あ
る

場
合

は
、

発
⽣

時
期

や
状

況
を

保
護

者
に

確
認

す
る

。
・

医
学

的
に

も
法

的
に

も
、

児
童

虐
待

を
疑

う
場

合
は

、
た

だ
ち

に
適

切
な

対
応

が
必

要
で

あ
る

。
・

市
町

村
が

妊
娠

期
か

ら
ハ

イ
リ

ス
ク

ケ
ー

ス
と

し
て

把
握

し
て

い
る

場
合

が
あ

り
、

多
職

種
間

で
対

象
事

例
に

つ
い

て
情

報
共

有
す

る
。

・
診

察
時

も
親

⼦
の

関
係

性
を

観
察

す
る

。

乳
幼

児
健

診
で

発
⾒

す
る

⼿
段

判
定

と
対

応

・
以

下
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
医

療
機

関
を

紹
介

と
す

る
。

1）
股

関
節

開
排

制
限

2）
⼥

児
、

⾎
縁

者
の

股
関

節
疾

患
、

⾻
盤

位
分

娩
、

⼤
腿

⽪
膚

溝
ま

た
は

⿏
径

⽪
膚

溝
の

⾮
対

称
⼤

腿
⽪

膚
溝

：
深

く
、

⼤
腿

内
側

か
ら

後
⾯

に
達

す
る

左
右

差
を

陽
性

）
の

う
ち

2つ
以

上
に

該
当

す
る

場
合

（
乳

児
健

康
診

査
に

お
け

る
股

関
節

脱
⾅

⼀
次

健
診

の
⼿

引
き

（
乳

幼
児

の
疾

患
疫

学
を

踏
ま

え
た

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
等

の
効

果
的

実
施

に
関

す
る

研
究

）

乳
幼

児
健

診
で

発
⾒

す
る

⼿
段

判
定

と
対

応

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
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児
童

虐
待

児
童

虐
待

を
疑

う
場

合
は

、
た

だ
ち

に
市

町
村

の
保

健
⾏

政
と

相
談

の
上

、
⼦

ど
も

家
庭

相
談

セ
ン

タ
ー

等
へ

連
絡

す
る

な
ど

、
組

織
と

し
て

の
対

応
を

⾏
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

児
童

虐
待

相
談

の
対

応
件

数
（

20
17

年
度

福
祉

⾏
政

報
告

例
）

：
児

童
相

談
所

13
3,

77
8件

、
市

町
村

10
6,

61
5件

※
乳

幼
児

健
康

診
査

で
把

握
し

た
件

数
は

不
明

−

・
乳

幼
児

健
康

診
査

で
介

⼊
す

る
こ

と
は

、
児

の
安

全
や

健
や

か
な

成
⻑

を
担

保
す

る
だ

け
で

な
く

、
育

児
上

の
困

難
等

に
つ

い
て

助
け

を
求

め
て

い
る

保
護

者
を

⽀
援

す
る

こ
と

に
な

る
。

・
妊

娠
期

に
把

握
さ

れ
た

虐
待

が
危

惧
さ

れ
る

状
況

が
継

続
す

る
こ

と
が

あ
り

、
妊

娠
・

出
産

・
⼦

育
て

の
切

れ
⽬

の
な

い
⽀

援
の

た
め

に
も

乳
幼

児
健

康
診

査
が

重
要

な
役

割
を

担
う

。
・

児
童

虐
待

予
防

の
観

点
か

ら
は

、
受

診
者

の
異

常
発

⾒
の

み
な

ら
ず

、
受

診
率

を
10

0%
に

し
て

地
域

の
す

べ
て

の
親

⼦
と

繋
が

る
こ

と
で

あ
る

。
未

受
診

者
対

応
の

標
準

化
を

考
え

た
、

多
機

関
や

市
町

村
間

連
携

の
構

築
に

よ
る

対
策

は
特

に
重

要
で

あ
る

（
乳

幼
児

健
康

診
査

実
践

ガ
イ

ド
．

20
17

）
。

発
育

性
股

関
節

形
成

不
全

症
発

⾒
の

臨
界

期
は

⽣
後

6か
⽉

ま
で

と
さ

れ
る

。
発

⾒
遅

延
例

で
は

、
⼿

術
・

⻑
期

リ
ハ

ビ
リ

が
必

要
で

あ
り

、
臨

界
期

に
発

⾒
す

る
必

要
が

あ
る

。
0.

3%
程

度
（

亜
脱

⾅
・

救
外

形
成

不
全

：
脱

⾅
例

の
数

倍
程

度
）

−

Ｍ
字

型
開

脚
に

し
て

下
肢

の
⾃

由
な

動
き

を
妨

げ
な

い
「

コ
ア

ラ
抱

っ
こ

」
や

、
向

き
癖

へ
の

対
応

な
ど

の
指

導
で

、
予

防
が

可
能

で
あ

る
。

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
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カ
テ

ゴ
リ

ー
：

泌
尿

⽣
殖

器
系

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
停

留
睾

丸

問
診

触
診

⼿
技

停
留

精
巣

−

両
側

陰
嚢

内
に

精
巣

を
触

知
で

き
る

か
、

で
き

な
い

時
は

⿏
径

部
か

ら
軽

く
圧

迫
し

触
知

で
き

る
か

を
確

認
。

−

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

泌
尿

⽣
殖

器
系

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
外

性
器

異
常

問
診

視
診

⼿
技

陰
嚢

⽔
腫

・
精

索
⽔

腫
陰

嚢
⽔

腫
：

⼊
浴

後
等

の
陰

嚢
が

弛
緩

し
た

状
態

に
お

け
る

陰
嚢

腫
⼤

陰
嚢

⽔
腫

：
陰

嚢
腫

⼤
精

索
⽔

腫
：

⿏
径

部
膨

隆

透
光

性
、

⽤
⼿

整
復

不
可

陰
唇

癒
合

症
陰

唇
の

癒
合

薄
い

粘
膜

状
の

⽪
膚

に
よ

る
癒

合
−

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

泌
尿

⽣
殖

器
系

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
仙

⾻
⽪

膚
洞

・
腫

瘤

問
診

視
診

潜
在

性
⼆

分
脊

椎
症

−

仙
尾

部
⽪

膚
陥

凹
の

の
位

置
や

深
さ

陰
嚢

⽔
腫

：
⿏

径
ヘ

ル
ニ

ア
の

合
併

が
な

け
れ

ば
経

過
観

察
。

精
索

⽔
腫

：
1歳

ま
で

の
例

は
⾃

然
軽

快
す

る
が

、
⿏

径
ヘ

ル
ニ

ア
と

鑑
別

が
つ

か
な

い
場

合
に

は
、

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
。

陰
唇

癒
合

を
認

め
た

場
合

は
、

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
。

乳
幼

児
健

診
で

発
⾒

す
る

⼿
段

判
定

と
対

応

腫
瘤

な
ど

の
⽪

膚
所

⾒
が

あ
る

例
、

陥
凹

の
位

置
が

臀
裂

上
縁

や
臀

裂
外

の
例

、
陥

凹
が

深
い

、
臀

裂
が

中
央

か
ら

ず
れ

て
い

る
、

臀
部

の
⼤

き
さ

に
左

右
差

が
あ

る
例

は
医

療
機

関
へ

紹
介

す
る

。
臀

裂
内

で
尾

⾻
部

に
あ

る
浅

い
陥

凹
は

必
ず

し
も

紹
介

は
必

要
で

な
い

。

乳
幼

児
健

診
で

発
⾒

す
る

⼿
段

乳
幼

児
健

診
で

発
⾒

す
る

⼿
段

判
定

と
対

応

判
定

と
対

応

経
時

的
に

陰
嚢

内
に

降
り

る
場

合
も

あ
り

、
３

〜
４

か
⽉

児
健

康
診

査
で

も
経

過
観

察
と

し
て

も
よ

い
が

、
全

く
精

巣
を

触
知

し
な

い
場

合
に

は
医

療
機

関
に

紹
介

す
る

。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
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停
留

精
巣

1歳
前

後
か

ら
2歳

ま
で

の
⼿

術
が

望
ま

れ
る

た
め

、
発

⾒
の

臨
界

期
は

2歳
ま

で
と

考
え

る
。

外
科

⼿
術

に
よ

り
改

善
が

⾒
込

ま
れ

る
。

−

出
⽣

時
4.

5%
、

⽣
後

6か
⽉

ま
で

に
0.

8%
に

低
下

（
ネ

ル
ソ

ン
⼩

児
科

学
）

−

陰
嚢

⽔
腫

・
精

索
⽔

腫
⿏

径
ヘ

ル
ニ

ア
を

合
併

し
り

陰
嚢

⽔
腫

・
精

索
⽔

腫
は

早
期

に
把

握
し

て
、

医
療

機
関

で
⼿

術
計

画
を

⽴
案

す
る

必
要

が
あ

る
。

−

陰
嚢

⽔
腫

：
1-

2%
（

ネ
ル

ソ
ン

⼩
児

科
学

）
−

陰
唇

癒
合

症
乳

児
早

期
は

無
症

状
で

あ
り

、
保

護
者

が
発

⾒
す

る
こ

と
は

難
し

い
た

め
、

乳
幼

児
健

康
診

査
で

発
⾒

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

局
所

エ
ス

ト
ロ

ゲ
ン

外
⽤

あ
る

い
は

鈍
的

剥
離

に
よ

り
、

改
善

が
期

待
で

き
る

。

0.
86

%
（

松
川

泰
廣

 
他

．
20

08
）

−

清
潔

保
持

に
よ

る
再

発
予

防
に

つ
い

て
、

保
護

者
に

対
す

る
適

切
な

助
⾔

が
望

ま
れ

る
。

潜
在

性
⼆

分
脊

椎
症

外
科

的
治

療
の

適
応

例
は

発
症

前
に

⾏
う

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
脊

髄
係

留
症

候
群

の
発

症
時

期
は

症
例

に
よ

り
異

な
る

た
め

、
臨

界
期

は
定

義
で

き
な

い
。

外
科

的
治

療
に

よ
り

、
排

尿
障

害
な

ど
を

予
防

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。

先
天

性
⽪

膚
洞

を
伴

わ
な

い
も

の
を

含
む

潜
在

性
⼆

分
脊

椎
全

体
と

し
て

20
％

（
森

⼭
徳

秀
他

．
20

11
）

新
⽣

児
の

3-
5%

（
W

ep
rin

 B
E,

 
Pe

di
at

r 2
00

0;
Kr

is
s V

M
, A

m
 J 

Ro
en

tg
en

ol
 1

99
8)

−

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

対
象

疾
病

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果
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カ
テ

ゴ
リ

ー
：

運
動

発
達

異
常

診
察

所
⾒

項
⽬

：
O

脚

問
診

計
測

値
⼿

技

く
る

病
問

診
か

ら
、

⾷
⽣

活
や

⽣
活

習
慣

に
つ

い
て

確
認

す
る

。

低
⾝

⻑
の

有
無

膝
関

節
の

離
解

の
程

度

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

感
覚

器
の

異
常

診
察

所
⾒

項
⽬

：
聴

⼒
の

異
常

聴
⼒

障
害

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

⽪
膚

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎

問
診

視
診

触
診

等

ア
ト

ピ
ー

性
⽪

膚
炎

問
診

か
ら

、
膚

所
⾒

の
持

続
期

間
、

掻
爬

⾏
動

、
⽇

常
の

ス
キ

ン
ケ

ア
⽅

法
、

医
療

機
関

受
診

の
有

無
な

ど
を

確
認

す
る

。

頬
，

額
，

頭
部

の
露

出
部

な
ら

び
に

頸
部

，
腋

窩
，

肘
窩

，
膝

窩
な

ど
の

間
擦

部
、

さ
ら

に
胸

腹
部

，
背

部
，

四
肢

の
⽪

膚
所

⾒

⽪
膚

の
乾

燥

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

か
ゆ

み
が

強
い

湿
疹

が
特

徴
的

な
場

所
（

幼
児

期
以

降
は

眼
周

囲
・

⽿
介

周
囲

・
頸

部
や

四
肢

屈
曲

部
）

に
⾒

ら
れ

２
か

⽉
以

上
続

い
て

い
る

場
合

は
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
の

可
能

性
を

考
え

る
。

し
か

し
、

湿
疹

の
原

因
は

多
様

な
の

で
、

健
康

診
査

の
場

の
み

で
診

断
は

せ
ず

、
ス

キ
ン

ケ
ア

の
指

導
を

含
め

た
事

後
対

応
を

含
め

て
医

療
機

関
の

受
診

を
す

す
め

る
。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

問
診

・
家

族
歴

・
妊

娠
期

・
周

産
期

歴
聞

こ
え

に
対

す
る

問
診

票
を

⽤
い

た
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
（

乳
幼

児
健

康
診

査
⾝

体
診

察
マ

ニ
ュ

ア
ル

P.
49

）
に

よ
り

、
パ

ス
と

リ
フ

ァ
ー

を
判

定
し

、
リ

フ
ァ

ー
と

し
た

場
合

に
は

幼
児

聴
⼒

検
査

が
可

能
な

⽿
⿐

咽
喉

科
を

紹
介

と
す

る
。

・
⽴

位
⼜

は
仰

臥
位

で
左

右
の

⾜
関

節
内

果
部

を
つ

け
た

状
態

で
、

両
膝

関
節

に
3

横
指

の
離

開
が

み
ら

れ
た

例
は

、
家

庭
で

経
過

観
察

し
増

悪
し

た
ら

医
療

機
関

で
精

査
す

る
よ

う
に

指
導

す
る

。
4 

横
指

以
上

の
例

は
、

医
療

機
関

へ
紹

介
す

る
。

・
低

⾝
⻑

、
左

右
の

膝
形

態
の

差
異

、
動

揺
歩

⾏
、

胸
郭

や
脊

柱
の

変
形

が
あ

る
例

は
、

医
療

機
関

へ
紹

介
と

す
る

。

・
歩

⾏
の

遅
れ

の
有

無
や

歩
容

の
確

認
・

前
額

部
突

出
の

有
無

・
胸

郭
や

脊
柱

の
変

形
の

有
無

を
確

認

聞
こ

え
に

対
す

る
問

診
票

（
乳

幼
児

健
康

診
査

⾝
体

診
察

マ
ニ

ュ
ア

ル
P.

48
）

に
よ

り
、

リ
ス

ク
因

⼦
を

確
認

す
る

。

問
診

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

視
診

1歳6か月児健診
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く
る

病
発

⾒
の

臨
界

期
は

明
確

に
定

義
で

き
な

い
。

し
か

し
、

⽣
理

的
O

脚
と

の
鑑

別
に

は
単

純
X線

撮
影

な
ど

が
必

要
で

あ
り

、
成

⻑
障

害
の

進
⾏

予
防

や
基

礎
疾

患
の

鑑
別

の
た

め
、

1歳
6か

⽉
児

健
診

に
お

け
る

介
⼊

が
必

要
で

あ
る

。

9/
10

0,
00

0（
M

at
su

o 
K,

 
20

09
）

−
VD

⽋
乏

症
の

リ
ス

ク
因

⼦
と

し
て

、
⽇

光
照

射
不

⾜
、

⺟
乳

栄
養

、
⾷

物
ア

レ
ル

ギ
ー

に
対

す
る

不
適

切
な

⾷
事

制
限

が
あ

る
た

め
（

⼩
児

疾
患

の
診

断
治

療
基

準
．

20
12

）
、

保
護

者
に

対
す

る
適

切
な

保
健

指
導

が
必

要
で

あ
る

。

聴
⼒

障
害

・
発

⾒
の

臨
界

期
は

3歳
ま

で
と

さ
れ

る
が

、
早

期
に

発
⾒

さ
れ

適
切

な
⽀

援
が

⾏
わ

れ
た

場
合

に
は

、
聴

覚
障

害
に

よ
る

⾳
声

⾔
語

発
達

等
へ

の
影

響
が

最
⼩

限
に

抑
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

聴
覚

障
害

を
⽰

唆
す

る
場

合
は

速
や

か
に

医
療

機
関

を
紹

介
と

す
る

（
Yo

sh
in

ag
a-

Ita
no

 C
 et

 al
.. P

ed
ia

tri
cs

 1
99

8;
 1

02
:

11
61

）
。

・
障

害
部

位
に

よ
り

、
治

療
法

の
適

応
や

効
果

が
異

な
る

。

遺
伝

性
難

聴
、

1/
1,

00
0

（
全

疾
患

と
し

て
（

遺
伝

性
難

聴
の

診
療

の
⼿

引
き

）
）

滲
出

性
中

⽿
炎

、
60

%
（

2歳
ま

で
、

Am
er

ic
an

 
Ac

ad
em

y o
f F

am
ily

 
Ph

ys
ic

ia
ns

 et
 al

., 
20

04
）

・
⾔

語
発

達
、

遺
伝

性
疾

患
の

有
無

な
ど

に
関

す
る

保
護

者
の

不
安

に
対

す
る

、
多

職
種

に
よ

る
家

族
⽀

援
が

望
ま

れ
る

。
・

ム
ン

プ
ス

難
聴

を
予

防
す

る
た

め
、

聴
⼒

障
害

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、

ワ
ク

チ
ン

未
接

種
者

に
つ

い
て

は
接

種
勧

奨
を

す
る

。

ア
ト

ピ
ー

性
⽪

膚
炎

発
⾒

の
臨

界
期

は
明

確
に

定
義

で
き

な
い

。
し

か
し

、
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
が

あ
る

児
に

⾷
物

ア
レ

ル
ギ

ー
、

気
管

⽀
喘

息
等

の
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
発

症
確

率
が

⾼
い

こ
と

か
ら

、
適

切
な

ス
キ

ン
ケ

ア
を

⾏
う

こ
と

は
有

⽤
で

あ
る

（
⼩

児
の

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
保

健
指

導
の

⼿
引

き
．

20
19

）
。

9.
8%

（
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
．

20
18

）

−
・

湿
疹

と
ア

レ
ル

ギ
ー

性
疾

患
の

関
連

性
が

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

適
切

な
ス

キ
ン

ケ
ア

を
早

期
に

⾏
う

意
義

が
あ

る
（

⼩
児

の
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

保
健

指
導

の
⼿

引
き

．
20

19
）

。
・

標
準

的
な

ス
テ

ロ
イ

ド
外

⽤
薬

を
⽤

い
た

薬
物

療
法

に
対

す
る

誤
っ

た
知

識
や

不
安

を
基

に
、

ス
キ

ン
ケ

ア
が

不
⼗

分
に

な
る

保
護

者
も

存
在

す
る

。
多

職
種

に
よ

る
育

児
⽀

援
に

よ
り

、
育

児
の

孤
⽴

化
に

⾄
ら

な
い

よ
う

に
す

る
意

義
が

あ
る

。

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

対
象

疾
病

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

対
象

疾
病

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果

発
症

頻
度

 国
内

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 海

外
保

健
指

導
上

の
重

要
性

発
症

頻
度

 国
内
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カ
テ

ゴ
リ

ー
：

⽪
膚

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
傷

跡
、

打
撲

痕
等

問
診

計
測

値
視

診

児
童

虐
待

外
傷

の
発

⽣
経

緯
体

重
増

加
不

良
の

有
無

・
創

傷
痕

、
打

撲
痕

、
出

⾎
斑

、
熱

傷
痕

な
ど

の
発

⽣
部

位
、

⾊
調

、
形

状
な

ど
・

⽪
膚

や
着

⾐
の

状
態

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

泌
尿

⽣
殖

器
系

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
停

留
睾

丸

問
診

触
診

⼿
技

停
留

精
巣

−

両
側

陰
嚢

内
に

精
巣

を
触

知
で

き
る

か
、

で
き

な
い

時
は

⿏
径

部
か

ら
軽

く
圧

迫
し

触
知

で
き

る
か

を
確

認
。

−

・
視

診
で

は
、

特
に

⽬
⽴

た
な

い
臀

部
、

⽪
膚

の
汚

れ
、

打
撲

す
る

こ
と

が
な

い
部

位
（

背
部

や
⼤

腿
内

側
な

ど
）

の
紫

斑
、

複
数

の
外

傷
や

外
傷

跡
、

明
ら

か
な

⽪
膚

の
汚

れ
、

ス
テ

ロ
イ

ド
忌

避
に

よ
る

重
度

の
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
、

体
重

増
加

不
良

を
伴

う
場

合
な

ど
の

場
合

に
は

、
虐

待
の

可
能

性
を

考
え

る
。

・
⾝

体
所

⾒
が

あ
る

場
合

は
、

発
⽣

時
期

や
状

況
を

保
護

者
に

確
認

す
る

。
・

医
学

的
に

も
法

的
に

も
、

児
童

虐
待

を
疑

う
場

合
は

、
た

だ
ち

に
適

切
な

対
応

が
必

要
で

あ
る

。
・

市
町

村
が

妊
娠

期
か

ら
ハ

イ
リ

ス
ク

ケ
ー

ス
と

し
て

把
握

し
て

い
る

場
合

が
あ

り
、

多
職

種
間

で
対

象
事

例
に

つ
い

て
情

報
共

有
す

る
。

・
診

察
時

も
親

⼦
の

関
係

性
を

観
察

す
る

。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

精
巣

を
触

知
し

な
い

場
合

や
精

巣
が

挙
上

し
た

ま
ま

の
場

合
は

、
医

療
機

関
へ

紹
介

と
す

る
。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応
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児
童

虐
待

児
童

虐
待

を
疑

う
場

合
は

、
た

だ
ち

に
市

町
村

の
保

健
⾏

政
と

相
談

の
上

、
⼦

ど
も

家
庭

相
談

セ
ン

タ
ー

等
へ

連
絡

す
る

な
ど

、
組

織
と

し
て

の
対

応
を

⾏
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

児
童

虐
待

相
談

の
対

応
件

数
（

20
17

年
度

福
祉

⾏
政

報
告

例
）

：
児

童
相

談
所

13
3,

77
8件

、
市

町
村

10
6,

61
5件

※
乳

幼
児

健
康

診
査

で
把

握
し

た
件

数
は

不
明

−

・
乳

幼
児

健
康

診
査

で
介

⼊
す

る
こ

と
は

、
児

の
安

全
や

健
や

か
な

成
⻑

を
担

保
す

る
だ

け
で

な
く

、
育

児
上

の
困

難
等

に
つ

い
て

助
け

を
求

め
て

い
る

保
護

者
を

⽀
援

す
る

こ
と

に
な

る
。

・
妊

娠
期

に
把

握
さ

れ
た

虐
待

が
危

惧
さ

れ
る

状
況

が
継

続
す

る
こ

と
が

あ
り

、
妊

娠
・

出
産

・
⼦

育
て

の
切

れ
⽬

の
な

い
⽀

援
の

た
め

に
も

乳
幼

児
健

康
診

査
が

重
要

な
役

割
を

担
う

。
・

児
童

虐
待

予
防

の
観

点
か

ら
は

、
受

診
者

の
異

常
発

⾒
の

み
な

ら
ず

、
受

診
率

を
10

0%
に

し
て

地
域

の
す

べ
て

の
親

⼦
と

繋
が

る
こ

と
で

あ
る

。
未

受
診

者
対

応
の

標
準

化
を

考
え

た
、

多
機

関
や

市
町

村
間

連
携

の
構

築
に

よ
る

対
策

は
特

に
重

要
で

あ
る

（
乳

幼
児

健
康

診
査

実
践

ガ
イ

ド
．

20
17

）
。

停
留

精
巣

1歳
前

後
か

ら
2歳

ま
で

の
⼿

術
が

望
ま

れ
る

た
め

、
発

⾒
の

臨
界

期
は

2歳
ま

で
と

考
え

る
。

外
科

⼿
術

に
よ

り
改

善
が

⾒
込

ま
れ

る
。

−

出
⽣

時
4.

5%
、

⽣
後

6か
⽉

ま
で

に
0.

8%
に

低
下

（
ネ

ル
ソ

ン
⼩

児
科

学
）

−

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病

発
⾒

の
臨

界
期

、
治

療
・

介
⼊

効
果

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
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カ
テ

ゴ
リ

ー
：

運
動

発
達

異
常

診
察

所
⾒

項
⽬

：
O

脚

問
診

計
測

値
⼿

技

く
る

病
問

診
か

ら
、

⾷
⽣

活
や

⽣
活

習
慣

に
つ

い
て

確
認

す
る

。

低
⾝

⻑
の

有
無

膝
関

節
の

離
解

の
程

度

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

感
覚

器
の

異
常

診
察

所
⾒

項
⽬

：
聴

⼒
の

異
常

問
診

問
診

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
⼿

技

聴
⼒

障
害

・
家

族
歴

・
妊

娠
期

・
周

産
期

歴
・

「
さ

さ
や

き
声

検
査

」
（

乳
幼

児
健

康
診

査
⾝

体
診

察
マ

ニ
ュ

ア
ル

P.
66

）
な

ど
。

・
リ

ス
ク

因
⼦

の
確

認
（

乳
幼

児
健

康
診

査
⾝

体
診

察
マ

ニ
ュ

ア
ル

P.
65

）
。

⼀
部

の
市

町
村

で
⽿

⿐
咽

喉
科

医
や

⾔
語

聴
覚

⼠
に

よ
る

診
察

を
実

施
。

⼀
部

の
市

町
村

で
テ

ィ
ン

パ
ノ

メ
ト

リ
ー

、
信

号
⾳

に
よ

る
聞

き
取

り
テ

ス
ト

な
ど

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
。

検
査

等
・

問
診

票
に

よ
り

、
以

下
の

リ
ス

ク
因

⼦
を

確
認

す
る

（
乳

幼
児

健
康

診
査

⾝
体

診
察

マ
ニ

ュ
ア

ル
P.

65
）

。
1）

滲
出

性
中

⽿
炎

に
よ

っ
て

も
難

聴
を

発
症

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

⽿
⿐

咽
喉

科
医

に
精

査
を

依
頼

す
る

。
2）

呼
ん

で
返

事
を

し
な

い
こ

と
や

、
保

育
⼠

な
ど

に
よ

る
「

聞
こ

え
が

悪
い

」
と

い
う

気
づ

き
な

ど
を

問
診

で
把

握
し

た
場

合
は

、
リ

フ
ァ

ー
と

す
る

。
3）

構
⾳

障
害

が
あ

る
例

や
意

思
疎

通
に

⾮
⾔

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
加

え
る

必
要

が
あ

る
例

で
は

、
さ

さ
や

き
声

検
査

の
結

果
を

参
照

す
る

必
要

が
あ

る
。

さ
さ

や
き

声
検

査
で

も
難

聴
が

疑
わ

れ
た

場
合

に
は

難
聴

疑
い

と
し

て
リ

フ
ァ

ー
と

す
る

。

視
診

歩
容

の
確

認
・

⽴
位

⼜
は

仰
臥

位
で

左
右

の
⾜

関
節

内
果

部
を

つ
け

た
状

態
で

、
両

膝
関

節
に

3
横

指
の

離
開

が
み

ら
れ

た
例

は
、

家
庭

で
経

過
観

察
し

増
悪

し
た

ら
医

療
機

関
で

精
査

す
る

よ
う

に
指

導
す

る
。

4 
横

指
以

上
の

例
は

、
医

療
機

関
へ

紹
介

す
る

。
・

低
⾝

⻑
、

左
右

の
膝

形
態

が
異

な
る

例
、

保
護

者
の

不
安

が
強

い
例

は
、

医
療

機
関

へ
紹

介
と

す
る

。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応
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く
る

病
発

⾒
の

臨
界

期
は

明
確

に
定

義
で

き
な

い
。

O
脚

や
X脚

は
⽣

理
的

所
⾒

と
疾

患
と

の
鑑

別
に

は
単

純
X線

撮
影

な
ど

が
必

要
で

あ
る

。
成

⻑
障

害
な

ど
を

考
慮

し
て

1歳
6か

⽉
児

健
診

で
把

握
が

望
ま

し
い

が
、

そ
の

後
の

⾒
逃

し
例

の
把

握
や

保
護

者
の

不
安

へ
の

対
応

が
必

要
で

あ
る

。

9/
10

0,
00

0（
M

at
su

o 
K,

 
20

09
）

−

VD
⽋

乏
症

の
リ

ス
ク

因
⼦

と
し

て
、

⽇
光

照
射

不
⾜

、
⺟

乳
栄

養
、

⾷
物

ア
レ

ル
ギ

ー
に

対
す

る
不

適
切

な
⾷

事
制

限
が

あ
る

た
め

（
⼩

児
疾

患
の

診
断

治
療

基
準

．
20

12
）

、
保

護
者

に
対

す
る

適
切

な
保

健
指

導
が

必
要

で
あ

る
。

聴
⼒

障
害

・
発

⾒
の

臨
界

期
は

3歳
ま

で
と

さ
れ

る
が

、
早

期
に

発
⾒

さ
れ

適
切

な
⽀

援
が

⾏
わ

れ
た

場
合

に
は

、
聴

覚
障

害
に

よ
る

⾳
声

⾔
語

発
達

等
へ

の
影

響
が

最
⼩

限
に

抑
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

聴
覚

障
害

を
⽰

唆
す

る
場

合
は

速
や

か
に

医
療

機
関

を
紹

介
と

す
る

（
Yo

sh
in

ag
a-

Ita
no

 C
 et

 al
.. P

ed
ia

tri
cs

 1
99

8;
 1

02
: 

11
61

）
。

・
障

害
部

位
に

よ
り

、
治

療
法

の
適

応
や

効
果

が
異

な
る

。

遺
伝

性
難

聴
、

1/
1,

00
0

（
全

疾
患

と
し

て
（

遺
伝

性
難

聴
の

診
療

の
⼿

引
き

）
）

滲
出

性
中

⽿
炎

、
60

%
（

2歳
ま

で
、

Am
er

ic
an

 
Ac

ad
em

y o
f F

am
ily

 
Ph

ys
ic

ia
ns

 et
 al

., 
20

04
）

・
⾔

語
発

達
、

遺
伝

性
疾

患
の

有
無

な
ど

に
関

す
る

保
護

者
の

不
安

に
対

す
る

、
多

職
種

に
よ

る
家

族
⽀

援
が

望
ま

れ
る

。
・

ム
ン

プ
ス

難
聴

を
予

防
す

る
た

め
、

聴
⼒

障
害

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、

ワ
ク

チ
ン

未
接

種
者

に
つ

い
て

は
接

種
勧

奨
を

す
る

。

発
症

頻
度

 国
内

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内

3歳児健診
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カ
テ

ゴ
リ

ー
：

⽪
膚

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎

問
診

視
診

触
診

等

ア
ト

ピ
ー

性
⽪

膚
炎

問
診

か
ら

、
膚

所
⾒

の
持

続
期

間
、

掻
爬

⾏
動

、
⽇

常
の

ス
キ

ン
ケ

ア
⽅

法
、

医
療

機
関

受
診

の
有

無
な

ど
を

確
認

す
る

。

頬
，

額
，

頭
部

の
露

出
部

な
ら

び
に

頸
部

，
腋

窩
，

肘
窩

，
膝

窩
な

ど
の

間
擦

部
、

さ
ら

に
胸

腹
部

，
背

部
，

四
肢

の
⽪

膚
所

⾒

⽪
膚

の
乾

燥

カ
テ

ゴ
リ

ー
：

⽪
膚

疾
患

診
察

所
⾒

項
⽬

：
傷

跡
、

打
撲

痕
等

問
診

計
測

値
視

診

児
童

虐
待

外
傷

の
発

⽣
経

緯
体

重
増

加
不

良
の

有
無

・
創

傷
痕

、
打

撲
痕

、
出

⾎
斑

、
熱

傷
痕

な
ど

の
発

⽣
部

位
、

⾊
調

、
形

状
な

ど
・

⽪
膚

や
着

⾐
の

状
態

・
視

診
で

は
、

特
に

⽬
⽴

た
な

い
臀

部
、

⽪
膚

の
汚

れ
、

打
撲

す
る

こ
と

が
な

い
部

位
（

背
部

や
⼤

腿
内

側
な

ど
）

の
紫

斑
、

複
数

の
外

傷
や

外
傷

跡
、

明
ら

か
な

⽪
膚

の
汚

れ
、

ス
テ

ロ
イ

ド
忌

避
に

よ
る

重
度

の
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
、

体
重

増
加

不
良

を
伴

う
場

合
な

ど
の

場
合

に
は

、
虐

待
の

可
能

性
を

考
え

る
。

・
⾝

体
所

⾒
が

あ
る

場
合

は
、

発
⽣

時
期

や
状

況
を

保
護

者
に

確
認

す
る

。
・

医
学

的
に

も
法

的
に

も
、

児
童

虐
待

を
疑

う
場

合
は

、
た

だ
ち

に
適

切
な

対
応

が
必

要
で

あ
る

。
・

市
町

村
が

妊
娠

期
か

ら
ハ

イ
リ

ス
ク

ケ
ー

ス
と

し
て

把
握

し
て

い
る

場
合

が
あ

り
、

多
職

種
間

で
対

象
事

例
に

つ
い

て
情

報
共

有
す

る
。

・
診

察
時

も
親

⼦
の

関
係

性
を

観
察

す
る

。

か
ゆ

み
が

強
い

湿
疹

が
特

徴
的

な
場

所
（

幼
児

期
以

降
は

眼
周

囲
・

⽿
介

周
囲

・
頸

部
や

四
肢

屈
曲

部
）

に
⾒

ら
れ

２
か

⽉
以

上
続

い
て

い
る

場
合

は
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
の

可
能

性
を

考
え

る
。

し
か

し
、

湿
疹

の
原

因
は

多
様

な
の

で
、

健
康

診
査

の
場

の
み

で
診

断
は

せ
ず

、
ス

キ
ン

ケ
ア

の
指

導
を

含
め

た
事

後
対

応
を

含
め

て
医

療
機

関
の

受
診

を
す

す
め

る
。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
乳

幼
児

健
診

で
発

⾒
す

る
⼿

段
判

定
と

対
応
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ア
ト

ピ
ー

性
⽪

膚
炎

発
⾒

の
臨

界
期

は
明

確
に

定
義

で
き

な
い

。
し

か
し

、
ア

ト
ピ

ー
性

⽪
膚

炎
が

あ
る

児
に

⾷
物

ア
レ

ル
ギ

ー
、

気
管

⽀
喘

息
等

の
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
発

症
確

率
が

⾼
い

こ
と

か
ら

、
適

切
な

ス
キ

ン
ケ

ア
を

⾏
う

こ
と

は
有

⽤
で

あ
る

（
⼩

児
の

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
保

健
指

導
の

⼿
引

き
．

20
19

）
。

13
.2

%
（

ア
ト

ピ
ー

性
⽪

膚
炎

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

．
20

18
）

−

・
湿

疹
と

ア
レ

ル
ギ

ー
性

疾
患

の
関

連
性

が
指

摘
さ

れ
て

お
り

、
適

切
な

ス
キ

ン
ケ

ア
を

早
期

に
⾏

う
意

義
が

あ
る

（
⼩

児
の

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
保

健
指

導
の

⼿
引

き
．

20
19

）
。

・
標

準
的

な
ス

テ
ロ

イ
ド

外
⽤

薬
を

⽤
い

た
薬

物
療

法
に

対
す

る
誤

っ
た

知
識

や
不

安
を

基
に

、
ス

キ
ン

ケ
ア

が
不

⼗
分

に
な

る
保

護
者

も
存

在
す

る
。

多
職

種
に

よ
る

育
児

⽀
援

に
よ

り
、

育
児

の
孤

⽴
化

に
⾄

ら
な

い
よ

う
に

す
る

意
義

が
あ

る
。

児
童

虐
待

児
童

虐
待

を
疑

う
場

合
は

、
た

だ
ち

に
市

町
村

の
保

健
⾏

政
と

相
談

の
上

、
⼦

ど
も

家
庭

相
談

セ
ン

タ
ー

等
へ

連
絡

す
る

な
ど

、
組

織
と

し
て

の
対

応
を

⾏
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

児
童

虐
待

相
談

の
対

応
件

数
（

20
17

年
度

福
祉

⾏
政

報
告

例
）

：
児

童
相

談
所

13
3,

77
8件

、
市

町
村

10
6,

61
5件

※
乳

幼
児

健
康

診
査

で
把

握
し

た
件

数
は

不
明

−

・
乳

幼
児

健
康

診
査

で
介

⼊
す

る
こ

と
は

、
児

の
安

全
や

健
や

か
な

成
⻑

を
担

保
す

る
だ

け
で

な
く

、
育

児
上

の
困

難
等

に
つ

い
て

助
け

を
求

め
て

い
る

保
護

者
を

⽀
援

す
る

こ
と

に
な

る
。

・
妊

娠
期

に
把

握
さ

れ
た

虐
待

が
危

惧
さ

れ
る

状
況

が
継

続
す

る
こ

と
が

あ
り

、
妊

娠
・

出
産

・
⼦

育
て

の
切

れ
⽬

の
な

い
⽀

援
の

た
め

に
も

乳
幼

児
健

康
診

査
が

重
要

な
役

割
を

担
う

。
・

児
童

虐
待

予
防

の
観

点
か

ら
は

、
受

診
者

の
異

常
発

⾒
の

み
な

ら
ず

、
受

診
率

を
10

0%
に

し
て

地
域

の
す

べ
て

の
親

⼦
と

繋
が

る
こ

と
で

あ
る

。
未

受
診

者
対

応
の

標
準

化
を

考
え

た
、

多
機

関
や

市
町

村
間

連
携

の
構

築
に

よ
る

対
策

は
特

に
重

要
で

あ
る

（
乳

幼
児

健
康

診
査

実
践

ガ
イ

ド
．

20
17

）
。

保
健

指
導

上
の

重
要

性

発
症

頻
度

 海
外

保
健

指
導

上
の

重
要

性

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内
発

症
頻

度
 海

外

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
対

象
疾

病
発

⾒
の

臨
界

期
、

治
療

・
介

⼊
効

果
発

症
頻

度
 国

内
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